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腐敗細菌によるアミンの分解に関する研究(第 1報)
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第 1章緒 雷
憐:敗の機締はキ11陥~i学及ひ:化学両方 Ifû よりの研究をまって始めて切らかにし得る問題が多レ。
腐敗研究所に於いてはこの見地より相磯，柳沢(1-11)らによって腐敗的の施策，分類及。:腐敗f1;J
にこれがどの織に消長し，どの織に関与しているかについて系統治な研究が続けられてレる。
叉'jJ木tトIりらは Paper Chr・omatography や Liquid Chromatogr・aphy-Automatic 
Fraction CoIlector Systemなどを用いて食品の悩敗中に色々の合笠素化合物特にアミンヤt
その誘導体がどの様に消長するかを研究しているO この場合特に問題となるのは食中室長の原凶
となる様な物質についてであるが， 1基[休そのものが有識化している場合とか，ボツリヌスのト
キシンの郎防典前週是正!質削除レた低分子化合物で，食下1=1慈の )JÍW~ となり得るものの多くは化学
的本体不Wjのものが多く，本体既知のヒスタミン， プトレスチン等の所制プトマイン類は食中
畿の )ÞÍ~I却になることはあるまいとされて L、た。然し;最近広木(1:1 1l)(20)らは食r:ニ裁の原悶となった
サンマ味淋千ド!こi より多抵のヒスタミンを椴認し，これら低分子アミン矧が腐敗中どの様に n~長
するか，叉食中毒に対する役部な検討し，父相{鈍いりらは衛生学的見地からの検討を行ってい
るO 叉小笠Bj(K15-17〉らは赤痢簡などが強力にヒスタミン等各部アミンを生成しこれが赤痢症状
のー悶をなすのではないかと報佑-して周り，三沢(18)(10)はヒスタミン，コリン， トリメチルア
ミン，ノイリン~~~を所詐j仮性アレルゲンのうちに挙げてし、る。
父備敗とし、ぅ現象は~j:: /I唱に;複雑な組成をもっ食品が多 fm多様の微生物の協同作 mで分解され
るものである i吹〈fHL食品附敗にj刻与する編u陛ifWζついての知識と側敗物の化学的変化の分析の
紡栄のi対辿が臨ちにつき現fh、場合 tち少くなし、。 更に微生物の僻素系が;Ejfl臓に応じて適応的に変 
タミン，プトレスλ汁'しる。例えばヒj敗現象の仰析を問機ならしめる原|却と足、I尚1化する現銀も
チンなどアミノ般のJ5t炭酸により生成されると考えられる第一級アミンの替般企についても，
各組アミノ酸除決i喰勝系能〈引知的の強弱のみでなく 1I5tアミノ。ヘアミノ法!伝移，15t水‘索，般化
.などによりアミノ酸を他の方向に分解したり，生成されたアミンを史に酸化消失せしめる薩i 
(10)(11)(24)(.25)の存在によっても左右されると考えられるがこれらが，し φνなる出1邸によるかは二
三断片 I~自記載く20-28)を除けばぬんど不明である。叉術敗ド|二1に生ずる第三級アミンであるトリメ
チルアミンについても，従来トリメチルアミン・オキシ I~ の僻素的巡元(2D-:I雪〉により生成すると
考えられていたが，コリン，ベダインなど第四級アンモ 2 ウム臨基の水併によっても強力に生
成される ~J，~が明らかにされレシチンが主要な前駆休であらうと推定されるに到った。然し佐竹 
(:1:1)らはコリンを好気的に酸イむしアンモユヤとするがトリメチJレアミンは全く生成しない閣の
ある事を知った。従って鞠2敗物中のコリンやトリメチルアミンの諸積設はレシチン水解酵素
館 4号 千藻援学会事m 総 -455-
，4)(:1停滞素及。~Glycerylphosphorylcholine洋，1 Phosphorylcho]ine水f Choline deami-
nase(均以外にコリンを酸化的に分解無毒化する閣によっても左右されると思われる。
か kる見地よりアミン類の腐敗細菌による無悲化分解の|問題を詳細|に検討し，し、かなる閣騒
がアミン分解力があり，その強さは腐敗物1*1のアミン苦言償責に影響を与えるに足る程のものでt
あるか~かを!珂らかにするた，めこの研究を始めた。
第 2章各種腐敗細菌のアミシ分解能 M. frelldenreichii 1，M. candidus 2，乱1.con-
酵母， {，椴瀕が様々の第一級アミン'を夫々対/;1ぷする glomeratus 1，M. varians 1，M caseolyticus 
M. pyogenes 1. M. pyogenes var.aureus，n 2アミノすることは!日くより告n~ðに徐冷にLアルコーノ 
られてし、るが，一般には此笥;アミ Y繍は細悶によっ var. albus 1，M. citreus 1. M. auranticus 1， 
M. cinnaba-，M. epidermides. 2 1. M. roseus細(311).て~'J分解され測れ、ものと考えられていたが 
菌によりアミンが強力に分解される;場合に選!過した reus 1，M. 1・ubens1，M. agilis 1. M. 1・hodo聞 
点に首及した報告が全<~!!(It、閉そではなし、。例えば chrous 1. M. subflavlls 1)，Escherichia 33糾ミ 
のヒスタミユ/生成に1:仰は勝敗1'Hanke<，Koesller (E. coli E21. .frel1ndii 6，E. intermedium 6)， 
ついて，Eggerth('.lのは各種細菌のヒスタミ Y形成能
について.Gale<仰は大腸菌などのアミノi戦脱炭荷台
酵諜について.1iJ;木(10)らは開放下1:1のアミ Y生成につ
いての研究中に夫々一時形成したアミ Yが飾的の作
聞で再び消失する;場合のあることを報告している
し， Werle(2めによる制TI繭アミ ν自宅化酵素の研究がヒ
スタミン，チラ-ミン， トジプタミン溶液が制閣の発
育によってその搬理作井jを失うとし、う経験に端を発
したことは・3野明の事実である。然しアミユ/分解閣と
して報告されているものは，大腸l札~形l諒に闘す
る特定の閣数株に過ぎず，これのみで村、腕敗中にみ
られるアミシ類の哲積にこうした閣による分解現象
がどの様な膨縛度をもっかり:全く不明なので私は!よ
く各種側敗細菌について，アミン分解能をどの秘l定
有するや否やを系統的に誠ベた。制l舗によるアミシ 
分解を調べる方法として， (1)アミミノと無機;協のみ
よりなる最低合成地地，即ちアミシを "11~ーの炭~~，
蜜素滅とする培地に被検部が発育するや否やを調べ
る。 (2)洗i除浮前閣を用いて， Warburgの検圧前・ 
などにより基質として添加したアミンの分解を酸諜
Aerobacter 37~朱 (Aero. 1 19，Aero. J[4， 
Aero. m201 Aero. IV 4). Proteus 32株 (P. 
vlllgalis 11，P. retgeli 10. P. mirabilis 10，P. 
morganie 1)， Serratia. marcescens 1株， 
Achromobacter 3株 (Ach.liql1idum 1，)好関不 
IV=]2)，Flavobacter 10~朱 (F1. fuscum 1，lnl調不，
明9)，Alka1igenes 11朱.Bacilllls 29~朱 (B. sub-
tilis 27，B. mesentericus 1，B. mycoides 1)， 
Pseudomonas schuylld1liensis 1株，士雄未確認 
朱及び2~Achlomobacterで11:株。此鵠;のド4商 
Alkaligenes 1株，ニi二機米4i'{U Jti認i4~朱はパクテリヤ
の物質代謝経路及ひ官手紫の研究必要上土塊より次の
如き enrichmenttechniqueによって分峨したも
ので，多くの器質に対して組めて適応力が強く各種
革質をよく分解する。
こ1:壌よりの磁の分離法: Alkaligenesー 下水中の
士機数 gを水10ccとよく振りまぜた後静寵，その
上7fJfl白金耳を PH7.0，チラミン 0.2%，KH2P04 
0.2%，NaCl 0.5%，硝俄マグネシウムと水化物0.01
%， Zn"，Cu"，Fe" ~j追跡の域地に按臨し， 270で培
吸収戒はア Yモニヤ生成に基き調べる川)0(3)過ぎl 捜する。閣の増舶による潟濁が認められたらその 1
設のアミシ添加完全培地に培養し添力1アミシ抵の滅
少を調べる。此等三つの方法が考えられるが夫々長
綬があるので，此得の方法で適宜実験を行L、比較対
!照しつつ論ずることとしたの
1.使用した抑制と義質
使用した細閣はすべて食品等より分離され当研究
所に蒐集保存された次の 11穣 117株で殆んどすべ
ての好気性腐敗制l商を網野sしである。 Micrococcus
23株 (M.luteus 1，M. urea 1，M. flavus 2， 
白金耳を同一組成培地に継代する。同様にして斑に
数間同一組成の合成培地に継代を繰返す。この聞に
チラミンを最も強力に分解向化し得る閣が港限的に
瑚航する故之を常法適りJj7.・版分間jfiで精製主jfI.-l容とす
る。 Achromobacter2株は夫々ヒスタミγ，ヒス
チヂγとウロカニンを，土壌未硫認商4株は夫々ト
イミダッオ...;].， -4プロピオシ椴， ピベリヂ Y，ア
ニス殿，仰'-Dimethyl-gJutaricacidとアシモニ 
ウムイオ Yをチラミシの代りにI唯一の炭素及び鐙素
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源とした培地を用いて同様に選侭介両mしたものであ 0.2%グルコ{スと 0.1%燐敵アソモニウムを使用し
る。此等制閣はし、ずれも常法通り保存し，東に普通 た。;噌舶を認めるものを(朴)， (十〉として，共の
プイヨ Yで270，18時間前培養した菌を実験に用い アミン分附陽性とした。なお随時刺繍し増殖
た。 せる閣が原株と同種のものであること，アミシを合
器質(induceりとしては食中藤の原因の一半と まぬ無検墳と線天のみの培地には全然増摘し得.なL、
して考慮を要するもので且つ生成機序の比較的明瞭 ことは確めた。
なものとして次の 8種を選んだ。ヒスタミシ・二塩 結果とその考察: (1)第 1表に総括した如く，
酸塩:大阪チ搾赤姻教授より恵与された。コJ):;.ノ塩 被検簡の中相当数が種々のアミ Yを分解同化し得るe
酸塩:General 8iochmicals. Tnc. イソアミルア 能力をもっ。 (2)被検菌が分解問化し得るアミン類
ミン・闘を性燐簡を樹及ひ'チラミン・塩酸;協:大阪大学大 の数は第2楽に共の 1例を挙げる如く各閣で非常に
野氏より)泣与された.。プトレスチシ・二臭化水素描: 奥る。 (3)閣によって分解される難易1は各アミ yで 
Adipic diamideの Ho百man分解で得たものを 大設がみられる。即ち 174株のうち，プトレスチ y 
Dibenzoyl体として精製後，臭化水素酸で水解し (80株)，フ皿ネチルアミシ(54株).ヒスタミ:/(53 
た。カタベリン・二臭化水素塩:Benzoylpiperidine 株).カタベジシ (37 掛'~).コりシ (23 株)，イゾア
と五塩化燐より得られる Pentamethylenedich- ミルアミシ(19株).チラミシ(18株〉がこれを分 
lorideを Pentamethylenediphtha:rideにかえ 解し得.た。 (4)閣の分類学的杭置とアミシ分解能と
臭化水素関空で悩P庄下水解した。トブ z ネチJ]，.アミ の11，日には余り明瞭な関係は認められなかったが~般
シ・臭化水素塩:Hydrocinnamic amideの Hoff- ~1f.J tこ次のことが言える。一般にプト ν スチシは良く 
man分解で得た。エタノ.....J]，.アミシ・椴性燐酸趨， 分解されるが Bacil1ussubti1isは殆んど分解しな
アグマチシ・研鰍;協: 夫々当研究所の11李氏，林氏 い。叉チラミシ，フ黒ネチルアミシの如き芳香族ア
より磁与されたの ミンは大腸菌閣により分解され易し、，ヒスタミシは
1I.発育閣を用いた突験と成績 Bacillus subtilisにより圧倒的に Micrococcus.
央験方法: アミシ最低合成培地としてアミシ塩 Proteusにより比較的良く分解される。なお Gale 
0.2%，K2HPo.，0.2%. NaCIO.2%. MgSo.， 0.02%， (117)，Wer1e(I!I)のチラミシ分解欝が数株とも B.coli 
銀天2%の組成培地を厚:さ 5--10mmの平板とな と記載されていることを附記する。 (5)然し分類学
し，各種制i閣を減閣食塩水に浮世tせしめた液の 1由 上近い枕置にある閣でも菌株によってアミシ分解能
金耳を接種し， 270，48--72附開堵議し，閣の増舶の に大きな援が認められることも少くなかった。鋳3
有無によりアミシ分解能の有無を判定した。対!被と 表に 1例を示した。 (6)芳肴族アミシのチラミシ，
してはアミン舗の代りに 0.2%にアスバラギシ戒は フフ晶ネチルアミ yを共に分解するもの，いずれか
第 1表 アミシ最低合成培地上の発育によるアミン分郎能の判定
|株数日一 
菌
Micrococcus 23 10 8 4 52 13 
Escherichia 32 333 21 3 18 
Aerobacter 
13 
37 5 337 37 23 。25 Proteus 32 11 19 1 3 8 
Serratia 1 1 1 1 。。 1 
Achrompbacter 3 2 2 1 2 2 2 
Flavobacter 10 6 5 1 3 。 7 
Alkaligenes 1 1 1 1 1 1 1 
Bacillus 29 12 1 1 113。 。。。 1 1 1 1Pseudomonas 
44 2 42 4 4土壊未硲認菌 
7 711。 。3 
9 7 4 
1 5。 。 1 1 
2 2 2 
3 6 1 
1 1 1 
7 16。 1 1 1 
4 4 4 
一計一戸引志向お" ~8() j'37 I53--1~-23 
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第2表 被;検簡が分解問イむし符るアミシの数
JHFYw wy
H
ル 一  
一骨一一+#+一一
廿 品 川
ユ/ア
被 検 閣 一 ル ス 一
対一二骨骨+件付廿
一 グ コ 一
照一スギ一日廿廿+リ廿+十十十+十
一ア フ一一， 一 一 タ シス 川廿十+
司、
ヒ ミ 一ベ シ 一タ一骨十十++一 カ リ 一一 レ ツ一トチ一件++##一プ ス
げ仰向一ア分一
チシ一計一一#+一++++一 川 同 一、 ミ シ 一口 一 廿一++一一コ y 
* 
+ 

+ 
+

Ill111lili--7

Alkaligenes 
Bacillus subtilis 55 5 
Micrococcus luteus 5 
Micrococcus flavus 6 
Escherichia coli 8-10 4 
+十+
Aerobacter刃[A-9 
qdqdqoqzu
Flavobacter 101 
Pseudomonas schuylkilliensis 
Proteus morganie 十。Proteus mirabilis 10 十 
++十 一升十
第3表 Escherichia閥のアミン分解能の 1例
l;μ3;引予宍?広;ンミチラ被 検 関 YI~ ?じ;ll2:1C「げ?号Trl乙 i
-一一一 一一一一一一一-一}一 一一一一一一 -一 
I + I 一 1*1 +E. c01∞日iSら一10 
E. coliト23 
I 
I 

* 

I廿|ー I+ I -
-

1 - 1 + 1 … I-E. coli ト17 .1 -
E. freundii 8.;.5 I・ー  1'+ Iー I- I 
E.freundii S-49 I - Iー |ー l十 l 一 
E. freundii竺 J一二じこJ.--=lて_1_i_l二」二一一 
+ト-I-I-IIE. intermedium 51 
E. intermedium 9 Iー I* 
E. intermedium 27 十
一方のみを分解するものがあった。同織のことがヂ
ア ξン即ちプトレスチ γ及びカタベリシについても
あった。このことは Zelle(:!7知的らの推定に反し必
然的に各アミシ分解酔棄が各アミシに対し特典的で
はないかとし、うことを予惣せしめる。この予想は錦 
4替の笑験で正当なることを機認し得た。くり分自m
IJ度との関係を示したの 
Dl.静止閣をm¥，、た実験と成績
実験方法: 代表的事1~23 株を遊びその静止簡を用
い Warburgの検庄訟により基質として添加したア
ミyの分解に議〈椴窯消識を測定した。被検閣は 
1n寺18， プイヨン 司培議後述洗濯ミ (3，000間!I民15270
後日の浅いもの税アミン分解能が強い傾向がみられ 分〉で集荷，冷水にて2間洗称後燕摺1水で一信濃度 
た。第1図に各種苗の継代期間とアミシ分解能の翻 (1mg/cのになる織に浮扮液を刊さり，主議に1省浮櫛
第 1図分離継Ht捌問とアミ y 液 1.0ccとMj語。燐融緩衝液 0.8cc，副議には 20%
蜜には基質として夫々fl，・0.2cc熔液k帯性カリァ 
挺 
分解能の頻度との関係、¥ M/tOO単独アミシ水溶液 0.2ccを用い 300で測定し
部
却 、ヘ--o._吋F 
10 
1. 2lp 亘書f 4 平 一言尋
(住〉 継代2年のものはすべて Proteus腐で， 
Proteusは特にアミシ分解能力:弱し、。
た。以下の舶-は~ít本内 11予駿般を議事 I \，、たものである。
結果と其の考察: (1)アミシ不合の培地に嫡摘
した閣のアミシ分解.に基く椴紫吸収は第2図に 1例
を示した様に戒る一定の誘導j羽を経て始めて起り酸
素吸収速度が逐次増大する。然しこの様に酸素消蹴
が盛になった閣を取り出し，充分水洗後再び同じア
ミンを新らしく添加すると今度は全く誘溝j舗なく i区
40 
50 
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ちに廠に験禁消費を示す。共の 1例を第3関に示し
た。この際終末濃度 M/loolIにストレプトマイシンを
添加すると，後者に於し、ては酸素消費速皮が殆んど
膨割iを受けないのに反し， 前者は所定の誘滞期の 2
倍以上の時間を総ても全く隙索消費がみられなかっ
た。即ち商によるアミン分解そのものはストレプト
マイシンによっては影響されないが，菌がアミンを
分解し得.る様な体制に入る経路が強く阻害されるこ
とを示すもので，ストレプトマイシンの作用機序(3り
などより考えて閣によるアミン分解が適応酵素系に
よってjl迫ることを般信せしめるものである。 (2)矯 
4図に示す様にアミン 1モIL- (M/loo X 0.2ml= 2μ 
mol)の添加で少くとも 150川 (6.7atom)以上の
酸素吸収債を認めることより，アミシ類が静止菌に
よって相当低級なものに分解されていることがわか
る。 (3)一度アミンの分解の始まった閣にストレプ
トマイシシの如き， Oxidative assimilation の I~ F:I.
轡剤を添加すると却ってアミユノ 1モル当り消費する
酸繁盛が第4図に示す如〈相当増大する。このこと
より適応僻紫系及びそれに続き TCA廻路等によっ
て，添加されたアミン類を完全に分解.消失し，これ
と共腕して有効にその}部を閣休成分に符・合成して
し、るものと，思われ，ア ξ:ノ類が閣の栄強制.として有
効であるかもしれないことを椴定せしめる。 (4)静
止状態でもアミンを分j砕し得る閣は，第4表に示す 
第2図米適応隊 (Alkaligenes)による
各アミンの分解
n 
、(1)
。〉 
(3) 
(の
く5) 
グ イゾアミルアミ y
。プトレスチシ
グカタベリユノ 
(6) 1/' コ リ ン
様に二，三の例外を除きアミン股f!J:合成培地に増殖
した。
第3図.Alkaligenesによるチラミンの分解 
(2) 
る 
( 1 ) 
4 
。 
123 hr 
(1)米適t芯閣によるチラミ yの分解 
(2) チラミン適応閣によるチラミンの分解 
第 4図 AchromobacterAによる
ヒスタミシの分解 
(S) 
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切
1 2 3 4 hr 
(1)来適応菌+M/1000ス!レプトマイシ Y
くわ朱適応菌 
(3) ヒスタミシ適応薗+111/1000ストレプト
マイシ 
(4) スヒスタミシ遡応菌
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第 4表 静止閣によるアミシ分解能
J
sJ
J
J
J
J
J
J
fzLrt
Micrococcus flavus (ー〉
fzLfE~ftLrfLft
、 、  
一+一一十十十+++++十M. subflavus く-1+) 
M. agilis C+) 

Escherichia coli S-10 仁一〉
E. coli S-27 〈ー〉
ftLfEkfzLfE
」 
E. coli I-23 〈ー〉
Aerobacter JIA-28 〈ー〉
Aerobacter lIrT-5 〈ー〉
Aerobacter II A-23 〈ー〉
，、
「
，、
，、
、
，、
，、
「、
，可
，、 
， 
廿+一一廿士一+件H
廿H
』
、 、  
、 、  
、〆
〆 
J1EJ
J13J
/ELftLft
EJ
J
fthft
J
BJ
rtLft
J
J
fthft
EJ
EJ
J
ELfzL
J1
J
1V. :1者銀法による突験と成績 にヒスダミシ， Rf 0.2...0.23の聞にチロヂ Y，際線
Proteus vulgalis 1 〈ー〉
P. mirabilis 4 〈十〉
P. morganie 〈ー〉 
Achromobacter A Cfり 
Achromobacter uHa Cfり 
C+)
Flavobacter 40 

Flavobacte.r127 Cfり 
Flavobacter 131 C+) 

Alkaligenes Cfり 
Bacillus subtilis 55 C+) 

ト〉Cf
Serratia marcescens (ー〉 
Bacillus subtilis 67 

gL
土漉米 ft{~ 認、}羽 C-!+) 
土嬢未確認}岩 〈件〉 
突験方法:アミ Yが栄枝源として利用され得るこ 近辺にベプト γ，肉z に合まれる高級ペプチ1'キスr:
とを知ったが果してこれらアミシ分解留が腐敗物の ドの発色梢が認められた。 (2)Bacillus mycoides， 
様に糖やアミノ酸などの他の優れた栄議源の共有'=""1" •Bacillus mesentericl胞を接種したものでは，ヒ
でも同じ様にアミ yを分解し得るか否かを検討する スタミ yの発色惜の長さは対照と殆んど~りがなく
ため，適当監のアミシを添加した完全培地〈肉エキ ヒスタミ y~t減少していないと思われる。く，3) Ach-
ス0.1%，ベプト YO.5%， ヒスタミユ /0.1%， グ 1]，. romobacter liquidum，Flavobacter fuscum， 
コ{ス 0.5%，KH:JPO" 0.1%，PH 7.0)に第 5図に Serratia marcescens，Escherichia coliでは版
記i放せる代表的!肉敗碍JlO騒を接種， 270，3問問地 く少掻の司ヒスタミシが分解されたに過ぎなし、と思わ
議後，培地の 0.1ccを Paper.Chromatography れる。 (3) Micrococcus subftabus， Baci1us 
の試料とし， Quantitative Paper Chromatogra- subtilis，Proteus vulgaris，Pseudomonas sch-
phy('IO)でアミシを賠置しアミンの減少を測定した。 uylkil1iensisでは添加ヒスタミンの半盤以上が分
即ち N ・プタノ ~l]，. CN・アンモニヤ水飽和〉で展開 解.していると，目、われる。これは抑止蘭及び発育閣を
し，ヂアゾ反応で発色，各班点の長さを求め，既~;U段 丹札、た実験成績と全く一致する。即ち少くともヒス
のアミ yを同一条件下で、グロマトグラフイを行った タミンについては，静止状態でヒスタミシ分解能の
時の斑点の長さと添加試料般の標準曲線よりヒスタ ある閣やヒスタミ Yを栄費減として生育し得る閣は
ミゾ置を算出した。 プドー糖や肉ニ乙キスの如き栄強価の高い物質の共存
結果と其の考察2 くわ第 5図に示す様に閣を接 下でもヒスタミンを強力に分解し得.ることがfJ{li}liEさ
種していないもの〈対照〉では， Rf 0.35--0.48の問 れた。
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第5図 絡をを訟によるヒスタミソのタ}，l梓能の判定
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の低下の現象と又一度消失したアミ〆分解能を|町!復
せしめ符.るか百かについて調べた。
爽験方法: (1)1951年に佐竹によって静止商状
態下に於けるヒスタミ Y，イゾアミルアミシ，プト
レスチユ/の分解:]~が調べられている第 5 表に示す腐
敗商 10~朱の， 3年間普通斜商娘夫に継代保存された
ものにつし、て同一アミン分解能を Warburg検圧法
により調べた。 (2)第 6表に示す様に分瑚t後 1年末、
溺の簡 3 ・4朱，分離後 3 :'tf未満の欝 4~朱，分離後 3 年
以上経過した閣4株についてアミン分解能を測結
し，これらを更に 1年間継代保存後のアミ γ分解能
と比il佼した。いずれも Warburgの検圧訟により測
定した。 (3)始のj'i(ful::問状態で、アミ Yを数附:h'JJの務
次第1:を総て強力に分解し得た閣で，継代保有:ドj部期 .; ~. 5:_~~~~g jjrj お E	 に能力が低下し約四時間の誘導矧を経るもアミン
の分解を始めなくなった Bacil1ussubti1is，Flavo-
bacter 127，Pseudomonas schuylkil1iensis， 
n，プタノ{ル (N・アシモニヤ7K飽和〉
発色:ヂアゾ反応 
1. Serra士iam訂 cescens 
2. Proteus vulgalis 
3. Escherichia coli 
4. Flavobacter fuseum 
5. Baci1lus mycoides 
6. Pseudomonas schuylki1liensis 
7. Baci1us subti1is 
8. Achromobacter liquidum 
9. Baci1lus mesentericus 
10. Micrococcus subflavus 
v.アミ y分解能の失活と間復の突験と成績
保存年代の長レ閣総アミシ分解能が弱くなり，旦 
つアミシ分解酵紫を滴応的に形成するに要する誘噂
矧も長くなるととを認めたので，斑にア ξシ分解能
Micrococcus自avus，Proteus vuJgarisを滋び，
既述の Enrichmenttechniqueにより分解能の投
手Fせるアミン分解閣株を均前せしめ得るやを調べ
た。 (4)Escherichia coli S-10 ~:l'.プトレスチシ分
解の誘滞期が 5r時間より 9f時間程度迄長〈なり註っ
その分解力も低下した故，ヌ。トレスチシを主体とす
るアミン最低液体地rT自に継代することにより，プト
レスチシ分解能の強L、関株を地I指せしめ得るやを調
べたの
結果と其の考察: (1)代表的腕敗菌 10株の 3年
fm*棒代前後のアミシ分解能の比較は第5表の如〈
で，甚しく保・存により侭下した，概して言えば初め
誘滞期鯨かく強力に分解.されるアミシ松その分解能
第 5表 アミ y分解能の継代保存による低下 (1) 
+++++++  
1951年 1月測定 1954年 1月測定 
I題 名 
5lut!13351?512ι115U:ス 
+I I-I	r-=+刊Serratia marcescens ト -
Proteus vulgalis + I+ I+ I+ 
Escherichia coli + 
Flavobacter fuseum + I+ I+ 
Bacillus mycoides 
Pseudomonas schuylkil1iensis + 十 + 
Baci1lus subti1is + + 
Achromobacter liquidum 
Bacillus mesentericus 
Micrococcus subfl.avus + + 
十分解す， 一分解せず。
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第 6茨 アミシ分解能の継(t保存による低下 OI)
フ。トレスブェネチ Iイゾアミ ヒスタ前測定時 チラミ Y コリシノ1，アミコノルアミ y チゾ ミン菌 名後の年分数離 前後前後 前後 前後 前後 前後
Bacillus sllbti1is 55 十(十〉一〈ー〉 +cー〉 +cー〉 
1年以内 
+cー〉 +cー〉
Flavobacter 127 一〈ー〉一(ー〉 一〈ー 〉 一〈ー〉 +cー〉十(+) 
Flavobacter 131 一(ー〉 一〈ー〉一(ー〉 一〈ー〉+cー〉 +cー〉
Proteus mirabilis 4 十(ー〉くーー 〉 一〈ー〉 
1年以上 
一(ー〉 一(ー〉 一〈ー〉
P. morganie 十 C+)一〈ー〉一〈ー〉 一(ー〉 一〈ー〉 +cー〉 
2--3年 Aerobacter m A 23 ーくー〉 一〈ー〉一〈ー〉 + C+) 一〈ー〉 +くー 〉
Escherichia coli S10内 + C+) 一(ー〉 一〈…〉
一一一一一--_.一一 一一_... 
+cー〉 一(ー〉 一〈ー〉 
Micrococcus agilis 一〈ー〉 
3年以 J: 
一〈ー〉十 C+)一(ー〉 十 C+)+c十〉
Micrococcus flavus 一〈ー〉 
4--5年 
十〈十〉 一(ー〉一(ー〉+ C+) +cー〉
Serratia marcescens + C+) .ー (一〉 + C+) 一(ー〉一(ー〉 + C+) 
Micrococcus subftabus 一〈ー 〉一(ー〉 一〈ー 〉一(一〉 十 C+)+c十〉
がよく保存される様であった。 (2)分離後一定期間 第 6図 Escherichia coli S-10のプトレスチン
継代保存された閣の斑に 1年の継代保存によるアミ 分解能のプトレスチシな主体とせる半合
ン分解能の~化は第 6表に示す如くであって，分離 成地上自継代による見掛上の間後
直後のもの秘アミン分解能の低下消失が強く， 4...5 A. 0代 
Eえ 1ft 
年継代後も消失してし、ないアミシ分解能は更に 1年 C. 2.ft 
保存してもその能力は殆んど不~であったのくp) ア D. 3代 
ミy分解能が低下し 10f時閥以上の誘導搬を経ても
E. 4代 
アミシ分解.を示さなかった磁6株の Enrichment 
techniqueによるアミン分解株の増閣の試みはし、
ずれも失敗に終った。 (4)プトレスチンについての l∞ 
結果は第6図に示す如く，プトレスチシ分解能のあ B~ 
る簡を瀦駅地積し得る;培地に継代するにつれて!~tの
アミンの分解能が次第に強力になってゆくことが明
らかにされた。 
VI:小括 
代表的好気性腐敗閣の実験室株 11積 174株のうち約870);はヒスタミ-:/，チラミン，イソア
ミルアミン，s-フヱネチルアミン，プト νスチン，カタペリン，コリン等の少くともいづれか
}つを分解同化し得る能力がある。この能力は保存総代中に次第に失われるが，消失途上のも
のは適切な増商法により見掛上のアミン分解飽を閥復させる事は全く不可能ではないと思われ
る。叉各アミンのr-I も最も長1r-fr:Iではフ・トレスチンが最も分解され易く，この分解能が閣の保
く保持される様であるが， 1;諸積別にみると大腸閥族にはチラミン， s-フエネチルアミンを叉 
Bacil1us subtilis，Proteus Flavobacter・中にはヒスタミン分解能を持つものが多い様に見
受けられた。然し個々の菌株一つ一つの各アミンの分解能は非常にまちまちで-あった。アミン
の分解は適応醇素によって，プド戸糖とかアミノ酸の共得下でも同じ様に行われるし，静止菌
， 
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の状態でも行われる。このl僚にはアミンは完全に酸化分解消失しそれと共朝して相当好収率で 
Oxidative assimilation(叫がみられる O
稿を終るに|臨み，御指導御技闘を戴いた恩師相磯教按'に深甚の感謝の意を表し，御指事御概撲
を賜わった佐竹助教・股.種々御指導御陵助戴いた宮木教授，柳沢助教授にj事く感謝の窓を表する。
引用女献 
1.仲村:腕研報， 5，45 (1952) 25.佐竹・安藤・藤田: J. Biochem.，40，2鈎 (1953) 
2.柳沢・相搬:蹴研報， 5，60 (1952) 26. Koesller，Hanke: J Biol.Chem.，39，539 
3.柳沢・松山: 悶本衛生， 6~7~8 (1951~3) (1909) 
4.柳沢・柴田:公衆衛生， 12，No. 3 (1952) 27. Gale: J. Bact.，37，205 (1939) 
5.中島〈豆):脳研報， 4~5 (1951--2) 28. Werle: Biochem. Z.，309，61， (1 941) 
6. ~帳場 z 腕研報， 4，58 (1951) 29. Williams: J. Bact.，62，249 (1951) 
7.竹内・林z悶新医学， ，39，585 (1952) 30. WatsOll: J. Fisheries Research Board 
8.中島(iE):病研報， 2，3 (1949) Can.，4，252 (1939) 
9.宮本・佐竹・林: J. Phalm. soc. Japan，71， 31.Beatty: J. Fisheries Research Board 
249 (1951) Can.，4，412 (1939) 
10.宮本・林: I尉研報， 2，31 (1949) 32. Collins: J. Fisheries Research Board 
11.宮本・佐竹・林: 日新医学， 37，256 (1950) Can.，5，197 (1941) 
12.宮本・安糠: I関研報， 6，93 (1953) 3.佐竹・牒回: n肉研報， 6，82 (1953) 
13.宮本・林z自衛生会総会(1953) 34. Lundquist: Nature，172，587 (1953) 
14.相磯: 日衛生会総会 (1953) 35. Cohen，Nismo.n: Compt. rend.，225，647 
15.県: 臼木臨床， 7，No. 6--7--8 (1949) (1947) 
16.小笠原:陸胡噺報， 1473，25 (1952) 36. Guggenheim: Die Biogene Amine，109， 
17. i鹿沼:陸学と蛾J学， 26，No. 6 (1952) 225 (1940) 
18. ::沢zアレルギ-， 1，299 (1953) 37. Roulet，Zeller: Helv. Chim. Acta，28， 
19. ::沢 : l~hJ比， 3，911 (1950) 1326 (1945) 
20.宮本:医学のあゆみ， •16，48 (1953) 38. ZeIler，Owen: 623，188，Chem. 1.J. Bio 
21.佐竹・安藤・藤田 z閥研報， 5，76 (1952) (1951) 
22. Eggerth: J. Bact.，37，205 (1939) 39.須田: Med. J. Osaka Univ.，2，85 (1951) 
23.須田: Osaka Univ. Med. J ，2，21 (1950) 40.宮木・佐竹・林2腕研報， 5，64 (1952) 
24.健竹・藤田 z蹴研報， 5，79 (1952) 41. Kappler・Adler: Biochem. J.，44，70 (1949) 
